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１．受講のきっかけ
　私は、「長岡市観光ボランティアガイド」として５年間在籍している。しかし、教わった知識だけでは、幅広い
層のお客様に対応することができず、かといって独学で学んでいくことにも限界を感じていた。そんな時に、この
「科目等履修生」という制度を知り、「長岡・新潟を知る」という科目に心を惹かれた。松本先生は、何度か「観光
ボランティアガイド」の講師としてお顔を拝見したことがあり、たいへん話の上手な先生、という印象を持っていた。
この先生の講義を聞けば、ガイドとしての自分にとってプラスになるのではないかと感じた。
　そして、もう一つ心を惹かれた科目に「心理学」があった。私が勤務しているバイト先の大学生達が、心理学の
話をしていて、彼らの言っていることがよく分からないことがあった。これが非常に悔しく、また残念で、機会が
あれば本物の心理学の講義を受けてみたいと思っていた。「大学全入時代」に突入した今、一般常識として「心理学」
を知っておいても良いのではないかと思った。
２．「継続とは力なり」と実感する
　二つの講義を受け始めて、自分の中でプラスの変化が起こってきた。そのひとつは、毎週のレポート提出を通し
て生まれた「論理的に考えようとする態度」である。レポートを書くには、文章を論理的に読み、それをまとめな
ければならない。このような力は、社会ではたいへん有用なスキルであるにもかかわらず、高校までの学習では教
えられていない。受講を通して、今までの私は、そういった技術を全く持っていなかったことに気付いた。幸い、
私の場合は、自作レポートを添削してくれる師匠に恵まれ、バイト先の男子学生から文章を直してもらう機会を得
た（彼には心から感謝している）。
　次に、系統立てて学ぶことによって得られる「自信」である。講義は毎週面白く、興味が持て、用事で欠席しな
ければならないときは本当に残念であった。そして、回を重ねるごとに私の中に自信が生まれた。「心理学」と「長
岡学」のサワリだけなら、全く知らない人に説明できるようになった。
３．「科目等履修生」はクセになる
　学ぶ、ということは若者だけの特権ではないと思う。かつて教えられた知識が、目まぐるしく陳腐化しているの
が現代である。仕事のやり方で行き詰まった時は、専門性の高い環境で新たに学び直すことも必要であろう。私の
場合は、それが長岡大学であったということである。だから、私は、「大学で勉強してみたいが、不安だ」という
人達に自信を持ってこの制度を勧めたいと思う。
　ご指導いただきました山川先生、松本先生、ほんとうにありがとうございました。
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